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提案理由 

 現在、本市では、本庁舎旧館及び新館の耐震性不足のほか、建物の狭あい化

や設備の老朽化等を理由に庁舎整備を進めており、平成３０年度に庁舎整備基

本計画を策定、令和元年度に基本設計書の作成を完了したところである。 

 また、昨年度には度重なる台風及び大雨により、一部の避難所に雨漏り等の

不具合が確認され、これに対応するため、令和２年度の庁舎整備に関わる予算

の計上を見送り、今後の庁舎整備スケジュールについては、上下水道局庁舎を

除き未定としている。 

 このような中、昨年中国で発生した新型コロナウイルス感染症は世界中に拡

大し、各方面で甚大な被害を及ぼしている。この問題への対応を求められるの

は、庁舎整備においても同様であり、コロナ禍における生活様式を踏まえた検

討が必要である。 

 これまでに整備が完了した庁舎整備基本計画及び基本設計書については、新

型コロナウイルス感染症に関する対策は反映されていないことから、このこと

を含め施工段階前の再検討は不可欠であり、議会の立場から調査・検討を行う

ため、特別委員会を設置する。 

これが本案を提出する理由である。 



市庁舎整備に関する調査特別委員会の設置 

 

八千代市議会に市庁舎整備に関する調査特別委員会を下記のとおり設置する。 

記 

１ 名  称  市庁舎整備に関する調査特別委員会 

２ 根拠条項  八千代市議会委員会条例第６条 

３ 目  的  市庁舎整備に当たり、施工段階の前に、新型コロナウイルス

感染症に関する対策等を含め、議会の立場から調査・検討を行

う。 

４ 委員構成  ７人（３人以上の会派から３人に対し１人の割合で委員を選

出する。） 

５ 調査期間  本委員会は、議会の閉会中も継続して審査を行うことができ

るものとし、議決の日から調査終了までとする。 

 

令和２年９月２８日 

 

八 千 代 市 議 会    


